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概要：ToDo管理の普及と習慣化には，ToDoの記録負荷の軽減が不可欠である．そこで本研究では，マイ
クロブログで日常的に発信される情報に基づいた ToDo管理支援手法を提案している．本手法の実現には
抽出対象となる ToDoを判定するための学習データ（正例）が必要となる．しかし，一般的に ToDoであ
ると判断される内容には，評価者や ToDo管理実践者の間で個人差がある．さらに，多様な表現が発生す
るマイクロブログ上の投稿内容に対応するため，構築する ToDo判定器は，評価基準の継続的な更新が必
要となる．そこで本研究では，ToDo管理機能と行動評価機能を組み合わせた ToDo管理手法について検
討する．開発システムは，マイクロブログ上の投稿内容や，システムに登録された ToDoを，ToDo管理
実践者を含むシステムの利用者に提示することで評価を求める．
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1. はじめに

ビジネス社会では個人の自己管理力や生産向上性が求め
られる．日立ソリューションズの調査によると，20代の
社会人のうち，92%は時間・タスク管理術を必要と感じて
おり，社会人にとって，タスク管理術の重要性は高い [1]．
仕事は，実行時間が決められている “アポイントメント”

と，決められていない “タスク”に分かれる．水口は，アポ
イントメント（授業）の多い学生のころから，タスク（仕
事）比の大きい社会人に備え，効率的な時間管理術を養う
べきだと指摘しており，アポイントメントを予定表に書き
込み，タスクを ToDoとしてリスト化する方式を推奨して
いる [2]．ToDo管理の重要性は高い一方，その実践率は高
いとはいえない．ToDo管理を実践する 20代の社会人は，
42%に留まっている [1]．
ToDo管理の普及と習慣化には，まず，大学生を対象とし
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た ToDo管理支援方法を検討する必要がある．これまでの
調査結果 [3]から，ToDo管理を促進するためには，ToDo

管理ユーザにとってのテキストの入力操作に関する負担
の軽減が不可欠であることがわかった．そこで本研究で
は，マイクロブログで日常的に発信される情報に基づいた
ToDo管理支援手法を提案している [3]．本研究では，ユー
ザが普段どおりにマイクロブログで発信したテキストから
ToDoを自動抽出することで，学生の円滑な ToDo管理の
実現を目指す．
本手法の実現には，抽出対象となる ToDoを判定するた

めの学習データ（正例）が必要となる．しかし，一般的に
ToDoであると判断される内容には，評価者や ToDo管理
実践者の間で個人差があり [3]，正例の定義は難しい．さ
らに，多様な表現が発生するマイクロブログ上の投稿内容
に対応するため，構築する ToDoの判定器は，評価基準の
継続的な更新が必要となる．これらのことから，我々は，
ToDo管理とともに継続して運用される評価の仕組みが必
要であると考えた．
そこで我々は，ToDoの評価を目的とした行動掲示シス
テムを開発した．開発システムは，マイクロブログ上の投
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稿内容や，システムに登録された ToDoを，ToDo管理実
践者を含むシステムの利用者に提示することで評価を求め
る．システムの利用者自身が評価者となって得られた回答
が，ToDoの正例収集に役立てられることを目指す．
2 章で，関連研究について述べる．3 章で，本研究の方
針について述べる．4 章で，ToDoの評価を目的とした行
動掲示システムについて述べる．最後に，5 章で本稿の結
論についてまとめる．

2. 関連研究

本章では，タスクの生産性と共有に関する研究および行
動の抽出と評価に関する研究の 2点を示し，本研究の位置
付けを明らかにする．

2.1 タスクの生産性と共有に関する研究
情報共有のためのグループウェアシステムは従来から研

究が進められており，その支援内容は多数に及ぶ．その多
くは組織内のタスク処理を目的としており，スケジュー
ル管理，プロジェクト管理，ワークフロー管理などが挙げ
られる．プロジェクト管理においては近年，オープンソー
スプロジェクトが増加し，本番環境でオープンソースソ
フトウェアを導入している国内企業の割合は 31.5%となっ
た [4]．タスクを話題にした個人間のコミュニティが，ソ
フトウェアの早期リリース体制を生むこともあり，今後，
プロジェクト管理は，限定的なメンバから特定多数の個人
への主体化が進行すると考えられる．組織的なタスクを個
人のタスク管理に利用する研究例では，勝間田がタスク概
念の共有に着目したパーソナルタスク管理支援を提案し
た [5]．この研究が提案するシステムは，組織的なタスクの
情報を概念モデルとして集中管理し，それらのデータを個
人レベルのタスク管理に役立てる．この研究は，組織的な
タスク処理を目的に，個人単位のタスク処理に着目した例
であるといえる．
なお，個人の予定を公開し，ユーザ同士の ToDoを共有
する機能は，Facebook*1 などのコミュニティを中心とし
た SNSでも用いられている．北は，成果を出し続けるため
には，情報を収集し管理するための仕組みが必要であると
し，「個人」を起点とする情報収集に，ソーシャルメディア
を活用することを推奨している [6]．蛭子井らは，SNSを
用いたユーザの情報共有による，節約行動の動機づけ効果
を検証した [7]．この研究では，節約行動の継続と促進を目
的に，「社会的促進の原理」「社会的比較の原理」「規範的
影響の原理」「社会的学習の原理」の観点から SNSを開発
した．実験結果によると，「他人の節約状況が見えること」
「自分の節約状況が他人に見られること」がユーザに与え
る影響が少なかった．蛭子井らは，解決策として，参加者

*1 https://www.facebook.com

同士の交流や明確な競争要素を設けて，他のユーザとの関
わりをより強くするような要素の導入を挙げている．本研
究が扱う提案手法も，ToDo管理の「モチベーションの維
持」を目的としている．ツイートから得られたToDoから，
ユーザ同士のコミュニティを発生させることで，ToDo管
理の促進を狙う．
タスクの時間的な考慮から円滑な実行を促す仕組みとし

ては，Eugeneらは，Web上の検索結果から継続されたタ
スクの特徴を分析することで，タスクの再開を支援する研
究を行っている [8]．この研究では，近い将来に続けられそ
うなタスクを効果的に自動予測するアルゴリズムを開発し
た．堤らは，空き時間とタスク間関係を利用したユーザの
スケジューリング支援手法を提案している [9]．この研究に
おける実験から，堤らは，空き時間の表示がユーザのスケ
ジューリングを効率的かつ容易にし，タスク間関係に対応
したタスク管理が，未実行のタスクの状況の把握を容易に
したことを示した．他にも，人工知能を用いたスケジュー
ル管理アプリケーションである Timeful*2 は，おおよその
所要時間からスケジュールを自動調整し，ユーザの修正情
報を蓄積することで最適化を行う．本研究では，ToDoの
有無などに関する修正情報を蓄積することで，円滑なタス
ク管理の実行を促す仕組みを目指す．

2.2 行動の抽出と評価に関する研究
博報堂 DYグループは，ソーシャルメディアに関する調

査結果から，ソーシャルメディア上で発信された情報の
86.8%は，ソーシャルメディアがなければ社会には顕在し
なかったと結論付けている [10]．Twitterまたは Facebook

を週 1日以上利用する 20～29才の普段の投稿内容は，「な
んとなく思ったこと，感じたこと」（70.1%），「行った場所
やそこでの体験」（68.4%），「買ったものや欲しいと思っ
たもの」（39.7%）の順に多い．これらの内容はいずれも情
報発信者の意識や行動に関連するものである．村益らの調
査 [11]において，マイクロブログを利用する大学生の投稿
内容のうち，「自分について」を示す Twitter上の投稿は全
体の 55.3%であった．この結果は，同氏の決める分類項目
の中では最多である．これらのことから，Twitterの利用
者が，自身の ToDoを含む情報を普段から投稿している可
能性は高いと考えられる．
矢野らは，Twitter上の行動を表す単語に着目し，行動
辞書を作成した [12]．この研究の実験結果から，「二度寝し
ました」というツイートを「起床」として，「メロンパンも
ぐもぐ」というツイートを「食事中」とするなど，Twitter

独自の表現を含む行動の抽出を実現した．この研究の目的
はライフログへの記録だが，本研究とは，気軽にツイート
される行動を研究対象としてとらえる点で一致する．竹内

*2 http://gmailblog.blogspot.jp/2015/05/time-is-on-your-
sidewelcoming-timeful.html
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らは，ライフログとスケジュールに基づいた未来予測提示
によるタスク管理手法を提案した [13]．この研究は，未来
のタスクの進捗状況を逐次提示することで，利用者の円滑
なタスクの進行と意識づけを促すものである．本研究で
は，マイクロブログ上のテキストから自動抽出した To-Do

を提示する手法から，利用者に対するタスク管理支援を目
指す．
クラウドソーシングを用いた研究例では，小比田らが，

Twitterにおける行動シャイネスと自己開示抑制について
分析した [14]．分析結果から，小比田らは，情報の更新ス
ピードが速い Twitterが，体裁を気にする日本人の自己開
示を引き出しているとの可能性を指摘している．このこと
は，Twitterが日本人の行動抽出源として適していること
を示している．公共空間でクラウドソーシングを実践しよ
うとする試みには，Fabiusが，巨大なスクリーンに表示さ
れた質問文について，足元に設置されたボタンを踏むこと
で回答する仕組みを提案している [15]．また太田らは，床
面に表示された質問文について，通行人の歩行場所から回
答の意図を探る仕組みを提案している [16]．これらの研究
は，いずれも小規模な 2値評価を求めるものである．本研
究では，このような気軽に回答できる仕組みを，ToDo管
理システムにも取り込む．

3. 本研究の方針

本章では，本研究の方針についてまとめる．3.1 節にお
いて，ToDo管理を支援するにあたり，“To-Do”について
の本研究における定義について述べる．3.2 節において，
本研究の課題と目的について述べる．

3.1 ToDoの定義
文献 [17]によると，“タスク”と “ToDo”は，スケジュー
ル管理で用いられる単語である．タスクはその日にやるべ
き「個々の作業」を示し，元々の意味は起動中のプログラ
ムを意味する IT用語である．一方で ToDoは，先送りに
してもよい未来に行うべきタスクであり，「明日は ××を
する」「1週間後までに ××する」などのように使われる．
文献 [2]によると，ToDo管理実践者が行動を起こすため
には，すべての ToDoを名詞形ではなく動詞形にすること
が理想的である．例えば，「企画案」を「企画案をメール
する」などにすることで，ToDo管理実践者が目的を果た
すための完了条件が明確になり，ToDoを手がけようとす
る気持ちが高まる．そこで本研究では，目的語と動詞を含
み，明確な完了条件のある行動（例：「レポートを作成す
る」「牛乳を買う」）を “ToDo”として扱う．完了条件が不
明瞭な内容（例：「急用を思い出す」「人格者になる」）は，
ToDoとしない．

3.2 本研究の課題と目的
1 章で述べたように，ToDoになりうる行動には，評価
者や ToDo管理実践者の間で個人差が発生する [3]．例え
ば，「スケッチブックを買う」のような行動は，個人の価
値観により，ToDoになるか否かを決める重要性が異なる．
これらの行動は，個人的でニッチな内容になるほど，他者
が重要性は低いと判断する可能性が高まると考えられる．
つまり，ToDoの判断においては，行動の汎用性が重要で
あると考えられる．
本研究では，マイクロブログ上の投稿内容を対象とする

ToDo自動抽出手法について検討している．しかし，投稿
者が ToDoを意識しない環境下においては，投稿内容に含
まれる行動の全てが ToDoになりうるとは限らない．例え
ば，「友人がスケッチブックを買ったらしい」「電車に間に
合いそう」のような投稿内容に，投稿者の ToDoが含んで
いないと判断する場合を考える．この場合においても，「友
人がスケッチブックを買ったらしい～どうしよう」「明日は
6時の電車に乗ります」といった投稿内容が，同一の行動を
示す内容であるにもかかわらず，評価者が投稿者の ToDo

を含むと判断できる可能性が考えられる．つまり，マイク
ロブログ上の ToDoの判断においては，行動の主体性や非
日常性も重要になると考えられる．
さらに，ToDo管理の運用の観点から，抽出 ToDoの優
先度や完了状態，実行条件などについても考慮する必要が
ある．このように，本研究では，ToDoになりうる行動に
ついて，多様な評価項目が考えられる．以下に，本研究に
おける評価項目の例をまとめる．
• 行動の汎用性（一般的，個人的）
• 行動の主体性（投稿した本人，それ以外）
• 行動の非日常性（非日常的，日常的）
• 行動の優先度（重要度，緊急度，粒度など）
• 行動の完了状態（完了，未完了）
• 行動の実行条件（期限，場所，完了条件など）
多数の評価項目を用いた学習データの構築方法には，ク

ラウドソーシングを利用する手法がある [14]．しかし，汎
用性が低い内容を含むことのある ToDoは，評価者の個人
差や知識量の影響を受けやすいため，全ての評価を他者に
委ねることが難しいと考えられる．つまり，マイクロブロ
グ上の ToDoの学習データの収集にあたっては，マイクロ
ブログの利用者が，実際の ToDo管理の機能を用いながら，
自身の ToDoを判定できる環境が必要となる．
そこで本研究では，ToDo管理機能と行動評価機能を組
み合わせた ToDo管理手法について検討する．本稿で述べ
る行動掲示システムは，評価対象となる行動を利用者に提
示し，上記のような評価項目に関する回答を求める．得ら
れた回答結果が，マイクロブログ上の ToDo判定器の正例
に用いられることを目指す．

― 20 ―



図 2 行動掲示システムの導入例と連携

図 1 行動掲示システムの種類

4. ToDoの評価を目的とした行動掲示シス
テム

本章において，行動掲示システムについて述べる．4.1章
に，システムの設計方針を述べる．4.2 章に，システムの
連携について述べる．4.3 章に，システムを用いた評価の
流れについて述べる．

4.1 システムの設計方針
本研究における行動掲示システムは，マイクロブログで
ある Twitter*3 の利用者が投稿した内容（以下，ツイート
と表記する）に含まれる，ToDoの評価を目的とした行動
評価機能をもつシステムとする．
行動掲示システムは，ツイートを収集するモジュール，

ToDoを判定するモジュール，評価対象を蓄積するデータ
ベースと連携することで，継続的に ToDoを評価する仕組
*3 https://twitter.com

みになるように設計する．
以下に，評価対象を述べる．

( 1 ) 不特定多数のユーザから得られた日本語のツイート *4

や，ToDo管理システムの利用者が発信したツイート
( 2 )（1）のツイートから，自動抽出された行動に関する文
章（ToDo候補）

( 3 ) 自動抽出された ToDoおよび手動で登録された ToDo

行動に当てはまる文章は，形態素解析器および係り受け
解析器を利用して抽出する．行動掲示システムは，評価対
象について，選択式の簡単な質問文を段階的に掲示する
ことで，1種類の ToDoに関する様々な評価を利用者に求
める．
図 1に，行動掲示システムの種類についてを示す．本研
究では，行動掲示システムについて，Web上で動作するシ
ステム（以下，Webシステムと表記する）と，大学構内に
設置するシステム（以下，設置システムと表記する）の 2

種類を想定している．図 1（A）に示すWebシステムは，
ToDo管理実践者が PCなどを使用しながら，ToDo管理
機能と行動評価機能の両方の機能を利用できる仕組みとす
る．図 1（B）に示す設置システムは，タッチパネルディス
プレイを使用し，人通りの多い公共空間に設置されること
を想定している．

4.2 システムの連携
図 2に，行動掲示システムの導入例と連携について示

す．行動掲示システムである図 2（A）Webシステムおよ
び（B）設置システムは，（C）クローリングモジュール，

*4 これらのツイートは，Twitter Streaming API を用いて収集す
る．
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(b)

(a)
(c) (c)

図 3 行動掲示システムの通常画面

（D）判定モジュール，（E）ToDoデータベースとの連携に
より動作する．
まず，本研究では，図 2（1）ユーザが投稿したツイー
トを蓄積する Twitterのデータベースから，（2）ユーザの
過去のツイートを取得する．取得ツイートは，（3）判定モ
ジュールにおいて行動が含まれるかを判定し，行動がユー
ザの ToDoであると判定された場合は，（4）その判定結果
を ToDoデータベースに記録する．ToDoデータベースは，
Webシステムの利用者が，ToDo管理機能を利用して手動
で入力した ToDoについても記録する．評価対象となるツ
イート，行動，ToDoは，（5）Webシステムおよび設置シ
ステムに備わる行動評価機能をとおして，各システムの
利用者に回答を求める．得られた回答結果は，（6）判定モ
ジュールに用いられる行動抽出器および ToDo判定器の更
新に用いられる．

4.3 評価の流れ
図 3に，行動掲示システムの通常画面を示す．通常画面
では，利用者が気になって触りたくなる仕様にするために，
島のある空間を表示している．システムの利用者は，図 3

（a）に示すハートにクリック（タッチ）することで，収集
中のツイートに関する情報画面を閲覧できる．また，図 3

（b）に示す芽にクリック（タッチ）することで，行動に関
する評価画面を閲覧できる．芽は，評価方法（質問文の種
類）ごとに用意されており，利用者からの回答を得るたび
に，島の中で次々に出現する．システムの利用者は，図 3

（c）に示す移動ボタンから視点を変更することで，島中に
発生した芽を観察できる．同じ芽の評価内容は 1つの回答
を得るごとに切り替わり，用意された質問項目の中からラ
ンダムに提示する．評価対象が常にある様子を利用者に示
すことで，評価モチベーションの向上を目指す．
図 4に，行動掲示システムのツイート情報画面の例を示

す．図 4に示す画面には，毎日のツイート数を示すグラフ
や，今日・今月・収集累計のツイート数に関する情報を表
示している．評価対象がリアルタイムに変化する様子を利
用者に示すことで，評価モチベーションの向上を目指す．
図 5に，行動掲示システムの評価画面の例を示す．シス

図 4 行動掲示システムのツイート情報画面

図 5 行動掲示システムの評価画面

テムの利用者は，図 5（1）評価対象と（2）質問文を確認
しながら，（3）評価ボタンをクリック（タッチ）すること
で回答する．
表 1に，評価画面において出題される行動評価の具体例
を示す．表 1に示すように，本研究では，回答項目が 2択
となるような質問文を用意する．評価内容をシンプルに表
示することで，利用者が気軽に評価できる仕組みになるこ
とを目指す．

5. おわりに

本研究では，マイクロブログ上の投稿内容から，ToDoを
自動抽出する手法について検討している．本稿では，ToDo

の評価を目的としたマイクロブログ上の行動掲示システム
について述べた．開発システムは，マイクロブログ上の投
稿内容や，システムに登録された ToDoを，システムの利
用者に提示することで評価を求める．
今後は，行動に関する多様な評価結果を，ToDo判定器

に適用する手法について検討する．また，行動掲示システ
ムにゲーミフィケーションの観点を導入することで，行動
評価機能の強化を行う．さらに，システムの利用実験と評
価を実施し，ユーザ間で発生する ToDoコミュニティが，
ToDo判定器，システム利用者，ToDo管理実践者にもた
らす各影響について検証する．
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表 1 行動評価の例

評価項目 評価対象 評価対象と質問文 回答の種類 *51

行動の汎用性 2 つの ToDo
A「牛乳を買う」 B「スケッチブックを買う」

A，B
（どちらの方がより，一般的な行動ですか？）

行動の主体性 ツイート
「友人が スケッチブックを買った らしい～どうしよう」

いいえ，はい
（下線の部分は，ツイートユーザが行う／行いたい行動ですか？）

行動の優先度 2 つの行動
A「会議に参加する」 B「映画を視聴する」

A，B
（どちらの方がより，やらなかった時の損失が大きいですか？）

行動の実行条件 ツイート
「レポートの提出が 明後日 になった」

いいえ，はい
（下線の部分は，太字の部分の期限ですか？）

*61 評価項目に共通する回答の種類として，「以前に答えた」「わからない」がある．
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